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ハイパー原子核の実験的研究はここ２０年程の間に大きく発展した。特に、ＫＥＫ１ ２ＧｅＶ陽子
シンクロトロンにおいては、（Ｋ-, π-）、（π+, Ｋ+）反応によるΛハイパー核反応分光実験が大型
スペクトロメータを用いて進められ、ガンマ線分光の成功も相まって、Λハイパー核分光学分野が
成立するに至った。一方、これらπ、Ｋ中間子ビームによるハイパー核分光研究をさらに相補的に
発 展 さ せ る た め 、 最 近 に な っ て 電 子 線 に よ る Λ ハ イ パ ー 核 実 験 が 可 能 と な っ て き た 。

本コロキウムでは、現在東北大学グループを中心に米国ジェファーソン研究所で進めているＧｅＶ
領域の連続電子線ビームを用いた（ｅ, e’ Ｋ+）反応によるハイパー核分光実験の現状と今後の展望に

ついて、ハドロンビームによる実験と対比しつつ講演する。
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